
問題と目的

　神経発達症群（以下発達障害）には，不注意や衝動性，

多動を主症状とする注意欠如多動症（以下ADHD）や，

言語性，非言語性コミュニケーションの困難やこだわり

行 動 な ど（American Psychiatric Association, 2013，

以下APA），対人面での質的困難を抱え，社会生活上様々

な支障を来たしている自閉スペクトラム症（以下ASD）

がある。近年，成人期の発達障害に関心が高まるが，心

理社会的アプローチの検討は初期段階にある。

　成人期のASDをめぐっては，ソーシャルスキルトレー

ニング（以下SST）が対人スキルの獲得に一定の効果を
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We implemented Social Skills Training (SST) and Coaching for adults with ADHD and/or Autism Spec-

trum Disorder (ASD). The SST Log Sheets and the Coaching Records were qualitatively examined. The 

results indicated that adults with ADHD could apply what they learned during SST to their daily lives 

by looking back at their own behaviors and analyzing what they had done at their workplaces and jobs. 

However, adults with ASD reflected on what they did in SST without mentioning using the skills be-
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ADHD. The necessities of quantitative study and study limitations were also discussed.
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示す可能性が示唆され，成人を対象としたデイケア・プ

ログラムなどで実施されることがある（辻井・森・加藤，

2011；昭和大学，2015）。SSTは，対人場面での躓きに

対して行われる援助であり，集団参加，コミュニケーショ

ン，相手の感情理解に関するスキルの習得を行うもので

ある（日本LD学会，2017）。社会学習理論に基づき，強

化・プロンプト・リハーサル・フィードバックの技法が

用いられる。

　成人期のADHDに対しては，近年コーチングの実施

により，実行機能障害による生活や学業上の支障が緩和

さ れ る と の 報 告 が な さ れ（Stevenson, Whitmont, 

Bornholt, Livesey, & Stevenson, 2002; Parker & 

Boutelle, 2009; Kubik, 2010），日本での実践が報告さ

れている（安藤・熊谷，2015；秋元，2020）。発達障害

の人を対象とするコーチングは，クライエント（Cl）の

自主性や主体性を重視する。コーチがClに併走しながら

Clの目標達成を支えていく援助形態であり，スキルを向

上させるトレーニングや指導，カウンセリングや心理療

法ともアプローチが異なる（Quinn, Ratey, & Mait-

land, 2000）。

　これらの先行研究は，SSTが対人面の支障を，コーチ

ングが実行機能障害由来の生活や学習上の困難さを低減

することを示すものである。このことを考慮すると，発

達障害のあるクライエント（以下Cl）に対してSSTと

コーチングの双方を実施することがQOLの向上に資す

る可能性がある。なぜならば，最新の精神疾患分類マニュ

アル（DSM-5）に明示されているようにADHDとASD

は併存しうる。その併存率は40％前後との報告もあり

（Hofvander et al., 2009; Johnston et al., 2013），併存

の 多 さ が 指 摘 さ れ て い る(Antshel, Zhang-James, & 

Faraone, 2013；戸所・金生，2013；山室ら，2018）。つ

まり，対人困難を抱え，かつ時間管理や整理整頓などの

身辺管理にも支障を来たしている発達障害者の存在が示

唆される。このような発達障害者に，対人コミュニケー

ションスキルを授けるSSTと，身辺管理を中心とした日

常生活上の困難さを低減しうるコーチングの双方とも行

われることが有益であると考えられる。

　しかし，発達障害者にSSTとコーチングの双方が実施

され，その内容が検討されてきたことはこれまでにない。

そこで，本研究ではSSTとコーチングを実施した７事例

の実践から得られた言説の後方視的な分析から，SSTと

コーチングの援助形態の特徴と障害種別による特徴を示

し，双方の介入を併用することの可能性を検討すること

を目的とする。

方　法

対象
　対象者は，精神科医師によりADHDやASDと診断さ

れ，うつ症状など重篤な状態がなく，学生でない成人 7

名であった。SSTおよびコーチングの対象者は，H相談

室に来談したClで，SSTについてはコミュニケーション

スキルを高めたいとの意思表示があり，コーチングにつ

いては身の回りの管理をはじめADHD症状による日常

生活上に支障をきたし，コーチングの趣旨に賛同したCl

であった。双方とも，研究参加の同意が得られたClに対

して実施した。 7 名の内訳はTable 1 の通りであった。

ADHD単独の診断が 4 名（うち 1 名は診断時にアスペ

ルガー症候群の併存が疑われていた），ASDが 3 名，で

あった。性別は，男性４名，女性 3 名であった。年齢は

20代から30代であった。居住は，独居が 3 名，同居が

 4  名 で あ っ た。Wechsler Adult Intelligence Scale-

Third Edition (WAIS-III)による知的水準は，全対象者

Table 1 　対象者の属性および SST とコーチングの参加 (N=7)
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が標準範囲内にあった。また，ADHDの症状を評価す

るCAARSTM日 本 語 版（Conners, Erhardt, & Spar-

row, 1999/2012）では，ADHDの対象者４名が，臨床上

に有意なT得点を上回っていた。また，ASD症状につい

ては，AQ-J-10日本語版（Autism-Spectrum Quotient- 

Japanese version（Kurita, et al., 2005）を使用したと

ころ，ASDの対象者 3 名中 2 名がカットオフ値を下回っ

ていた。対象者でSSTへの参加者は 7 名であったが，全

 9 回のセッションのうち１回あたりの参加者は 3 名か

ら 6 名であり，１回あたりの平均参加者は4.4名であっ

た。コーチング参加者は計 6 名であった。

介入の概要

SST
　SSTは複数のClによるグループで実施した。各回を構

成する要素は，「テーマの説明」「話し合い活動」「モデ

リング」「ロールプレイ」「振り返り・評価」であった。

プログラムのテーマは，「基本的なソーシャルスキル」「よ

り良いコミュニケーション態度を身に着ける」「非言語

的なコミュニケーションを理解する」「相手の立場や気

持ちを理解する」「より良い集団参加の仕方を学ぶ」「提

案や助言の仕方を学ぶ」「共感的態度を養う」「適切な自

己主張を学ぶ」「会話の続け方」の 9 テーマであった。

これらのテーマは，初回を除き，Clからの練習したいト

ピックに関する情報を収集し，前田（2013）と佐藤（2012）

を参考に設定した。実施期間は，201X年４月から201X

＋１年 3 月までであった。頻度は，基本的に月１回とし，

年度はじめと長期休みを除き合計 9 回実施した。時間

は，１回につき90分であった。SST実施者は，リハビリ

テーション，教育あるいは心理学領域の修士号を有する

 4 名で，H大学相談室の相談員であった。

コーチング
　 コ ー チ ン グ は，Sleeper-Triplett (2010)を 中 心 に、

Passmore (2007)，Moore and Tschannen-Moran  

(2010)を参考に作成され，安藤・熊谷（2015）に則り実

施した。コーチからClに提供される要素は質問を中心と

して，提案，励まし，フィードバック，確認であった。コー

チングで扱う内容は，不注意，多動や衝動性に由来する，

時間管理や整理整頓などの日常生活上の課題であった。

Clはコーチとの協働関係の下，目標設定，現状分析，行

動計画の策定，実行と進捗の報告を行った。頻度は，月

に１回，１回につき60分程度であり，次回の面談までは，

週１回ペースで，メールによる進捗報告を行った。実施

期間は201X年 6 月から201X＋ 3 年 3 月であった。コー

チングは筆頭著者のみで行った。なお，筆頭著者は臨床

発達心理士の資格を有し，北米のBasic ADHD & Life 

Coach Training Certification Program (ADD Coach-

ing Academy, 2013）と，Coaching Teens & College 

Students with ADHD (Sleeper-Triprett, 2010)を 受 講

している。

倫理的配慮
　本研究は，A大学人間系研究倫理委員会の承認を得，

口頭および文書による本人の同意を得た上で実施した

（筑25－161）。

分　析
１．分析方法　SSTの振り返りシートおよび，コーチン

グの記録について，KH Coder（Ver. 3.alpha.13b）を

用いた計量テキスト分析を行った（樋口，2017）。分析

に際し用いられた形態素解析は「茶筅」であり，本ソフ

トのデータ解析にはR (ver.3.1) が使用されている。

２．分析対象データ　SSTの分析対象のデータは，各セッ

ション終了時にClが記入したシートに記載された回答

であった。シートには，Clが自身のSSTへの取り組みを

振り返るという実践的な観点から，良かった点，改善し

たい点，役立ったこと，今後に向けて，について記入し

たものを用いた。また，SSTも含め，グループへの取り

組み全般について意見できる自由記述も，Clの参加状態

を反映していると考えられたため分析の対象とした。

コーチングの分析対象のデータは，コーチング実施の際

に，実施者が同時並行で取った記録であった。これらの

データについて，分析前の段階で誤字の修正を行い，個

人情報の特定につながる語を一般的な語に置き換えたう

えで，データとして処理できる形に整えた。この行程に

より，SSTの分析対象となったデータは，総抽出語数

4021語，分析対象となる語が623語であった。文書の単

位は，各セッションにつき各Clが記載した振り返りシー

トの各質問項目を１つの文書とし，文書数は170であっ

た。また，コーチングでは，総抽出語が6637語，分析対

象となる語は1150語であった。文書の単位は，各コーチ

ング実施につき記した一人一人のClの記録を１つの文

書とし，文書数は26であった。

３．分析手順　SSTとコーチングの各文書における，各

語の出現回数をもとに，Ward法による階層的クラス

ター分析を行った。距離の指標としてはJaccard係数を

筑波大学(教育相談研究)第57巻2020年.indb   35筑波大学(教育相談研究)第57巻2020年.indb   35 2021/03/01   16:422021/03/01   16:42



教　育　相　談　研　究　　第57巻36

用いた。分析に使用した変数は，SSTでは，170の文書

と最小出現回数が 7 の29語であり，コーチングは26の

文書と最小出現回数 8 の42語であった。次に，ADHD

のあるClとASDのあるCl各々の記述や記録の内容を把

握するため，共起ネットワークを用いた分析を行った。

共起ネットワークでは，出現パターンの似通った語を線

で結んだネットワークが図示される（樋口，2017）。

ADHDのCl，ASDのCl双方から共起の程度が強い語を

対象とした。KWICコンコーダンスにより，Clの記述や

記録内容の解釈を試みた。共起ネットワーク図作成の際

は，どの語同士を結ぶ線が重要かを示すために最小スパ

ニングツリーを使用した。分析対象データは，SSTとコー

チング双方で最小出現数が 5 回の上位60語であった。

結　果

クラスター分析―SST・コーチングの構造―
　SSTのクラスター分析の結果はTable 2 の通りであっ

た。クラスター１には，「内容」「会話」「適切」「相槌」「知

る」といった用語が集まっていた。記述や樹形図を参考

に，クラスター１の内容を要約すると，コミュニケーショ

ンに関する知識および，表層的な技能部分に関する内容

であることから，「コミュニケーションに関する知識や

技術」と命名した。クラスター 2 は，「褒める」「態度」「相

手」「気持ち」などが集まり，相手の話を聞く，相互に

質問するなど，相手に対する表層的なスキルに関する内

容であることから「気持ちの伝え方」とした。クラスター

 3 は，「他人」「誘う」「仕方」などが集まり，相手を意

識した具体的なコミュニケーション手段に関する内容で

あることから，「システマティックな方略」と命名した。

クラスター 4 は，「自分」「人」「考える」「意見」「話し

合い」の用語が集まった。自身の考えを熟慮し，積極的

に考えながら話し合うことから，「内観と熟慮の上の話

し合い」と命名した。クラスター 5 は，「メンバー名」「話

す」「聞く」などが集まり，相手の話を聞くことや質問

しあうことなど，基本的，表層的なスキルであり，その

技能に対し高度な意識が必ずしも求められないことか

ら，「基本的な会話スキル」と命名した。

　コーチングのクラスター分析の結果はTable 3 の通り

であった。クラスター１は，「捨てる」「残す」「物」の

ように，身の回りにあるものを分類し，取捨選択の上処

分することを表す用語が集まった。したがって，クラス

ター１を「物の分類と処理」と命名した。クラスター 2

は，「使う」「リスト」「準備」などが集まっており，た

とえば，「買い物リストを財布に入れる」や「準備時間

を逆算する」のように，物事の段取りに関する語が集まっ

ているため，「段取り・プランニング」と命名した。ク

ラスター 3 は，「職場」「不安」「ミス」などが集まって

いた。これらの用語は，「ミスの不安，自信がない」や「い

つまでも仕事ができない，罪悪感も不安も感じる」といっ

た形で用いられており，職場での失敗体験が不安を誘発

するとの内容が読み取れるため，「失敗による不安」と

命名した。クラスター 4 は，「一度」「部屋」「今」など

の用語が集まり，「一度片付くがまた散らかる」「一度着

たもの（略）迷子」「今の状態」や「今の仕事」など，様々

な場面で継続的に物事に取り組むことに関する用語の集

まりであったため，「持続的な取り組み」と命名した。

クラスター 5 は，「連絡」「メール」「メモ」「机」など，

身辺管理に関連する実務的な用語が集まったことから，

Table 2 　SST の抽出語によるクラスター分析
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「身辺管理の手段とスキル」と命名した。クラスター 6 は，

主として自己管理に関する語が集まっているが，クラス

ター内で「効率」「悪い」「大変」「関係」「良い」「人」

のまとまりと，「整理」「整頓」「予定」「生活」「仕事」「時

間」「金銭」「自分」「管理」のまとまりが示されたため，

「人間関係と自己管理」と命名した。クラスター７は，「決

Figure 1　ADHD と ASD での SST 抽出語による共起ネットワーク

Table 3　コーチングの抽出語によるクラスター分析

注）図の数値は Jaccard 係数を示す。Jaccard 係数は 0 から 1 の値をとり，関連が強いほど 1
に近づく（樋口，2017，P39）。円のサイズは，出現数が多いほど大きい円で示される。
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める」「行動」「実行」といった用語が集まり，「行動計画」

として「捨てる基準を決める」など，物事の決定に関す

ることであったため「自己決定」とした。クラスター 8

は，「余暇」「カレンダー」「年」など，「時間の使い方」

にまつわる用語が集まった。クラスター 9 は，「アラー

ム」「手帳」「報告」「近況」などが集まっており，リマ

インダーや手帳など，道具を活用することに関する状況

の報告であることから，「リマインダー機能活用状況の

報告」と命名した。

共起ネットワーク―障害種別による特徴―
　SST抽出語による，出現パターンが似通った語を示す

共起ネットワークはFigure 1 の通りであった。共起ネッ

トワーク図に描かれた語の数は41，線として描かれた共

起関係の数は40，密度が0.49であった。ADHDとASD

双方に強く共起した抽出語は「自分」であった。Jac-

card係数は，ADHDで0.15，ASDで0.13であった。

　次に，SST抽出語である「自分」がどのような文脈で

用いられているかを探るためのKWICコンコーダンスを

Table 4 に示す。ADHDのClの記述には，職場や友人と

の関係を振り返るものや，自己の在り方を省みる記述が

あった。ASDのClでは，SSTの場を振り返って反省す

るものや，SSTのテーマから得られた技術的な側面に着

目した記述があった。

　次に，コーチング抽出語による，出現パターンが似通っ

た語を示す共起ネットワークはFigure 2 の通りであっ

た。共起ネットワーク図に描かれた語の数は56，線とし

て描かれた共起関係の数は55，密度が0.36であった。診

断別による，15回以上出現した語は次の通りであった。

ADHDでは，「メモ」「計画」「手帳」「忘れる」「仕事」「職

場」「人」であった。ASDでは，「机」「自分」「予定」「書

く」「目標」「捨てる」「管理」であった。ADHDとASD

双方に強く共起した抽出語は「時間」で，Jaccard係数は，

ADHDで0.36，ASDで0.43であった。

　次に，コーチング抽出語である「時間」がどのような

文脈で用いられているかを探るためのKWICコンコーダ

ンスから作成した表をTable 5 に示す。ADHDとASD

双方に強い共起関係にあった語である「時間」について，

ADHDとASDの記述を参照したところ，双方とも時間

Figure 2　ADHD と ASD でのコーチング抽出語による共起ネットワーク
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Table 4　ADHD と ASD で共起の程度が強かった抽出語「自分」の記述
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Table 5  ADHD と ASD で共起の程度が強かった抽出語「時間」の記録

筑波大学(教育相談研究)第57巻2020年.indb   40筑波大学(教育相談研究)第57巻2020年.indb   40 2021/03/01   16:422021/03/01   16:42



発達障害者への心理社会的アプローチの予備的検討 41

に関する現状分析や報告，気づき，目標設定といった内

容であった。

考　察

　ClのSSTに関する記述および，コーチングの記録の分

析結果は，双方ともにプログラムの内容を概ね反映した

ものであった。SST，コーチング共に，Clの治療目的に

かなうよう，介入効果を促進させることが第一義的な目

標となる。したがって，ある程度のエビデンスと明確な

方向性の下で実施されているが，そのことが今回の分析

で示された。

　SSTのテーマは，ソーシャルスキルの基礎，コミュニ

ケーションの取り方，他者理解，集団参加，態度や会話

などが中心であったが，クラスター分析による対象者 7

名の記述や記録からも，コミュニケーションに関する知

識や技術，気持ちの伝え方，話し合いといった類似した

内容であった。また，コーチングで扱った内容は，時間

管理や整理整頓など，身の回りの管理についてであり，

コーチングの特性である，行動目標や計画，報告などプ

ログラムとClの体験には重なりが見られた。

　一方で，コーチングプログラムの流れに入っていない

要素として，クラスター 3「失敗による不安」があった。

コーチングは心理療法との位置付けにはなく，心的事象

に直接介入することはないため，内面の変化を求めるよ

うな行動計画を立てることはないが，Clの現状を分析す

る経過中に感情的な要素が含まれることはある。Clが意

図せず内面を表出することは，コーチに対する信頼を

持っている証左であるとも考えられ，コーチとClとの協働

関係の構築に一定の役割を果たしているかもしれない。

　SSTでADHDとASDの双方に強く共起した語である

「自分」の記述は，たとえば，「これが上司や上の人だっ

たらどうするかなあ。おごりなら『ついていきます』で

いいけど，『あの店行くぞ』だったらどうなる自分」など，

ADHDのあるClでは空間的，時間的な広がりがみられ

た。この結果から考えられるのは，ADHD者は介入で

の体験を基に，過去や職場での経験を振り返り，自己分

析や反省，洞察を深めることができるということである。

Cl本人のみでの自己分析は限定的になるかもしれない

が，今回SSTで見られたこのような表出行動は，より多

面的な自己分析に繋がる。コーチングとの関連では，こ

れをきっかけとして現状分析がさらに深まり，具体的な

行動計画を見つけやすくなる可能性があるなど，介入の

有機的なつながりが期待できる。たとえば，上記のClが

SSTを契機に，自分はいつも慌ててその場の気分で返事

をし，後悔を繰り返していると気づいた場合，コーチと

のやりとりから「回答パターンを今晩練っておきます」

や「ハウツー本を買いに行く」など具体的な行動に結び

つく可能性がある。

　一方ASDのあるClの「自分」の記述は，たとえば，「話

し合いで，自然にAさんが司会として皆の意見や要望を

まとめる流れになったので，自分はフォローする役割に

徹すればよいと考え，『喫煙はどうか』などとアドバイ

スをした。」であった。ADHDのClに比して，ASDのCl

では過去の職場での体験を振り返るものがないなど空間

的，時間的な広がりが乏しく，その場での学習体験をそ

のまま記述する傾向がうかがえた。その背景には，

ASDで指摘される般化の困難さ（Podlesnik, Kelley,  

Jimenez-Gomez, & Bouton, 2017）があると推察される。

　ADHDとASD双方に強い共起を示した「時間」の記

録に戻り探索した結果，ADHDとASDで相違はなかっ

た。その要因として考えられるのは，コーチングの流れ

はフォーマットに則り質問中心に行われ，目標設定，計

画策定，報告とやり取りの自由度が低い。このことから，

ADHDのClでもASDのClでも会話の内容に違いがな

かったと考えられる。

　本研究では，SSTに関するClの記述およびコーチング

の記録を分析し，SSTの内容がコーチングにも活用でき

る可能性が考えられた。しかし，本研究はClのニーズに

よって実施した際に得られたデータを分析したものであ

り，SST参加回数が統制されていない。そのため参加回

数が少ないClの記述が十分に反映されていないことも

考えられる。加えて，分析したデータが統制されていな

い点での課題もある。また，ADHDの診断に併存が疑

われるClが含まれている，自閉症指数がカットオフ値以

下のClがASDの人に含まれているという限界を指摘で

きる。今後は，対象者を統制したうえで，SSTでのトレー

ニング内容を反映したコーチングを実施し，量的検証を

行うことで，このような援助形態が有効であるかを検証

していく必要がある。また，一文に同じ語を複数回使用

するなど，語用に特性のある傾向にある発達障害者のテ

キスト分析は，本人の記述に戻って検討する行程が一層

求められる。最後に，本研究はテキストのみの分析で行

動面のデータに基づく検討がない。介入にあたっては，

いかなる方法であっても，介入場面でのClの行動や非言
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語的なサインが重要な要素となる。今後は，これらも併

せて検証の対象となる必要がある。
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